
花巻市では、都市地域等の意欲ある人材を積極的に受け入れ、地域おこし協力隊として地域の活性化に取り組ん
でいただくため、隊員の募集を行ってきました。令和７年度は４名が着任予定となっており、４月１日付で３名が
着任し、４月２１日付で１名が着任する予定です。

１ 新規着任隊員のプロフィール

■着任式 ４月 １日（火）１３：１５～ 市役所本庁舎応接室 ※４月１日着任の３名
４月２１日（月） ９：３０～ 市役所本庁舎応接室 ※４月２１日着任の１名
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地域おこし協力隊が４名着任します
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氏名 酒本 愛美（さかもと めぐみ）

前住所 東京都目黒区

着任日 ４月１日

所属 定住推進課（委託型）

活動テーマ ワインを中心とした花巻ブランドの魅力発信

花巻での活
動への意気
込み

花巻を日本のボルドーに。岩手県の初代知事・國分謙吉が語った“大迫を日本のボルドーに”と
いう言葉があります。そして「花巻クラフトワイン・シードル特区」の認定から来年で１０年。
長い歴史の中で世界に羽ばたいたフランス・ボルドーのように、花巻産ワインにもこれから歩ん
でいく歴史があると思っています。その歩みにプロモーション、魅力発信という形で貢献してい
きたいと考えております。本活動を通して、地域経済・社会・文化の持続的な成長と発展に寄与
できるよう努めてまいります。

氏名 戸來 真之（へらい まさゆき）

前住所 東京都世田谷区

着任日 ４月１日

所属 定住推進課（委託型）

活動テーマ ぶどうのポット栽培の普及×地域の魅力発信

花巻での活
動への意気
込み

私は花巻まつりが大好きで中学・高校の頃、上町の山車作りに大人に混ざって参加していまし
た。
花巻市太田出身で花巻北高校を卒業後、東京都港区・千代田区で消防士をしました。北海道胆
振東部地震では緊急消防援助隊として人命救助活動もしました。同時に東京都立大学の博士課程
で、社会人ドクター候補としてまちづくりの研究もしてきました。
これまでの経験を花巻のために活かして、心機一転！花巻の魅力発信や、アールペイザンワイ
ナリーでぶどうのポット栽培・ワイン醸造をしていきます！よろしくお願いします。

【問い合わせ】 担当：地域振興部定住推進課 電話：４１－３５１６



氏名 戸來 渚（へらい なぎさ）

前住所 東京都世田谷区

着任日 ４月１日

所属 定住推進課（委託型）

活動テーマ 体験型観光農園で耕作放棄地を解消

花巻での活
動への意気
込み

私はこの度、地方で増加傾向にある耕作放棄地を活用した体験型観光農園で、花巻市をさらに
魅力ある地域にするため地域おこし協力隊へ着任させていただきます。
東京で生まれ育ち、会社員として１１年働いてきましたが、子育てを通して「日本の農業」と
「食」に強く関心を持ちました。
農業を通した体験や感動を発信して、地域の皆さんも楽しめるような農業の新しいカタチを
作っていきたいと思っています。
精一杯頑張っていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

氏名 荻野 恵（おぎの めぐみ）

前住所 東京都足立区

着任日 ４月２１日

所属 大迫総合支所地域振興課（任用型）

活動テーマ 大迫のまちなか（仲町周辺）の活性化

花巻での活
動への意気
込み

都内でデザインの仕事を１０年以上しておりました。
花巻市は人生の新たな舞台となります。
そんな花巻にいままで自分で培ってきたデザインの技術や仕事での経験を思う存分、花巻市に
還元したいと思い、今回協力隊に着任いたしました。
私だからこその目線で花巻の良いところを発信していけるようアンテナを高く張り、情報を
キャッチしながら暮らしていきたいと思っています。
どうぞよろしくお願いします。

２ 隊員募集について

今回の隊員募集は、市が開設したオンラインサロン「花巻カルチベイト」へ参加していただく中で、隊員募集を
行ったものです。
このオンラインサロンは、市内企業等で活躍する市民や現役協力隊と移住希望者等が参加し、花巻の魅力の再認
識や地域との関わり方のイメージを持つことを目的に、花巻の地域資源活用のアイディアを出し合うものです。
令和６年度においては、全７回のサロンを通して花巻への理解を深めるとともに、地域おこし協力隊に興味を
持っていただき、テーマに沿って自らの活動内容を練り上げたうえで、応募していただきました。

３ その他

○花巻市では、平成２７年８月１日から令和７年４月２１日現在で３６名の方が着任。
４月２１日現在の花巻市地域おこし協力隊員は、新たに着任する４名を含め１４名になります。

○地域おこし協力隊とは、都市地域等から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、生活の拠点を移した者を、
地方公共団体が「地域おこし協力隊員」とし、隊員は、一定期間、地域に居住して、地域ブランドや地場産品の
開発・販売・ＰＲ等の地域おこし支援や、農林水産業への従事、住民生活の支援等の「地域協力活動」
を行いながら、その地域への定住・定着を図る総務省の取り組みです。

※地域おこし協力隊制度の詳細は、総務省の地域おこし協力隊に関するサイトにてご確認ください。
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/02gyosei08_03000066.html
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